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２－５ 2000年国連軍縮秋田会議
敬老標語の入選作品

市長の山王内外案内
国勢調査が行われます
秋田市労働実態調査の報告
市役所からのお知らせ

育児コーナー

秋の催し物いっぱい！

情報チャンネルa

秋田ノスタルジー
くらし発見！秋田のむかし(赤れんが郷土館)

中学生の軍縮会議
各国の大使や世界トップクラスの学者に加わって軍
縮会議に参加した77人の中学生たち。
平和や軍縮は他人事ではなく、一人ひとりにかかわ
っている問題だと、世界に目が大きく開かれました。



2000年国連軍縮秋田会議
２１世紀の軍縮と国連：その戦略と行動

終戦から55年。日本最後の空襲被災地である秋田

市で国連軍縮会議が開かれました。アジア、太平洋

諸国を中心に22か国から政府関係者や学者、ジャー

ナリストら64人が参加し、「21世紀の軍縮と国連：

その戦略と行動」をテーマに話し合いが行われました。

４日間で延べ約800人の一般聴講者が会場を訪

れ、平和の願いを秋田から世界へ発信しました。

８月22日(火)～25日(金)
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国
連
軍
縮
会
議
は
、
日
本
政
府
の
提
唱
で
平

成
元
年
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

の
国
連
軍
縮
局
と
国
連
ア
ジ
ア
太
平
洋
平
和
軍

縮
セ
ン
タ
ー
が
主
催
し
、
こ
れ
ま
で
広
島
、
長

崎
、
京
都
な
ど
毎
年
日
本
で
開
か
れ
、
今
年
で

十
二
回
目
と
な
り
ま
す
。

こ
の
会
議
は
、
国
連
総
会
や
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
軍

縮
会
議
な
ど
政
府
の
代
表
で
構
成
さ
れ
る
会
議

と
は
異
な
り
、
各
国
の
大
使
、
学
者
、
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
な
ど
が
個
人
の
立
場
で
参
加
し
、
自

由
に
議
論
す
る
も
の
で
す
。
合
意
文
書
や
声
明

な
ど
の
発
表
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
の
会
議
で

の
議
論
は
、
国
連
総
会
や
他
の
国
際
会
議
に
影

響
を
与
え
て
い
ま
す
。

秋
田
会
議
で
は
、
国
連
の
役
割
、
今
年
の
春

に
行
わ
れ
た
核
拡
散
防
止
条
約(

Ｎ
Ｐ
Ｔ)

再
検

討
会
議
に
つ
い
て
の
評
価
、
核
兵
器
の
削
減
、

南
北
朝
鮮
問
題
、
通
常
兵
器
の
問
題
な
ど
に
つ

い
て
活
発
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

秋
田
会
議
は
、
エ
フ
ジ
ェ
ニ
ー
・
ゴ
ル
コ
フ

ス
キ
ー
国
連
軍
縮
局
次
長
の
あ
い
さ
つ
で
始
ま

り
ま
し
た
。「
先
の
Ｎ
Ｐ
Ｔ
再
検
討
会
議
で
は
、

核
保
有
国
も
核
廃
絶
を
求
め
て
い
く
こ
と
を
約

束
。
さ
ら
に
今
後
は
通
常
兵
器
の
貯
蔵
や
軍
事

支
出
に
関
す
る
透
明
性
を
高
め
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」
と
の
見
解
を
述
べ
ま
し
た
。
続

い
て
外
務
省
の
浅
野
勝
人
政
務
次
官
が
「
核
廃

絶
に
つ
い
て
、
国
際
社
会
が
ど
の
よ
う
に
取
り

組
ん
で
い
く
べ
き
か
を
示
す
新
た
な
核
軍
縮
決

議
案
を
秋
の
国
連
総
会
に
提
出
し
た
い
」
と
日

本
政
府
の
意
欲
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

会
議
は
、
各
テ
ー
マ
に
そ
っ
て
進
行
。
明
石

康
前
国
連
事
務
次
長
は
「
国
連
の
役
割
は
、
国

際
世
論
を
適
切
に
反
映
す
る
こ
と
、
国
際
規
範

を
つ
く
り
条
約
な
ど
を
採
択
す
る
こ
と
、
国
際

的
な
情
報
交
換
の
場
と
な
る
こ
と
、
平
和
維
持

活
動
の
よ
う
に
現
地
で
具
体
的
な
活
動
を
す
す

め
る
こ
と
│
の
四
つ
で
あ
る
」
と
、
国
連
が
引

き
続
き
重
要
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
ま
し
た
。

ま
た
、
他
の
出
席
者
は
、
秋
田
会
議
の
よ
う

な
地
域
対
話
の
機
会
は
軍
縮
の
促
進
や
国
同
士

の
信
頼
関
係
の
構
築
に
効
果
が
あ
る
こ
と
を
説

明
。
民
族
紛
争
や
テ
ロ
行
為
に
象
徴
さ
れ
る
社

会
状
況
を
踏
ま
え
、
安
全
保
障
の
対
象
も
国
家

か
ら
人
間
へ
と
移
行
し
て
い
る
と
の
指
摘
も
あ

り
ま
し
た
。
朝
鮮
半
島
問
題
に
つ
い
て
も
、
南

北
首
脳
会
談
の
共
同
宣
言
を
実
施
す
る
に
は
東

南
ア
ジ
ア
諸
国
連
合(

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ)

な
ど
地
域

の
支
援
も
必
要
で
あ
る
な
ど
、
国
際
平
和
を
め

ぐ
る
様
々
な
問
題
が
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

四
日
間
に
わ
た
る
会
議
を
終
え
、
平
岡
敬
前

広
島
市
長
か
ら
は
、「
軍
縮
や
核
問
題
を
論
議

す
る
際
に
は
、
広
島
・
長
崎
で
核
兵
器
が
与
え

た
悲
し
み
を
頭
の
片
隅
に
置
き
、国
家
で
な
く
、

人
間
と
し
て
発
想
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
」

と
の
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

最
後
に
石
川
秋
田
市
長
が
「
世
界
平
和
の
問

題
が
若
い
世
代
に
も
深
く
浸
透
し
た
と
思
い
ま

す
。
市
民
生
活
と
軍
縮
の
深
い
関
わ
り
を
学
ん

だ
経
験
を
い
か
し
て
、
市
民
が
ど
う
平
和
活
動

を
行
っ
て
い
け
る
か
、
秋
田
市
の
宿
題
に
し
た

い
」
と
ま
と
め
ま
し
た
。

世
界
平
和
を
願
う
人
々
の
熱
い
思
い
に
あ
ふ

れ
た
四
日
間
。
満
席
の
会
場
も
、
世
界
の
最
前

線
で
活
躍
し
て
い
る
か
た
が
た
の
話
に
真
剣
に

耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

中
学
生
た
ち
を
交
え
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
も

大
き
な
反
響
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
聖
霊
高

校
ハ
ン
ド
ベ
ル
ク
ワ
イ
ア
か
ら
、
平
和
へ
の
祈

り
を
ハ
ン
ド
ベ
ル
で
表
現
し
た
Ｃ
Ｄ
が
会
議
の

出
席
者
に
贈
ら
れ
た
ほ
か
、
土
崎
港
被
爆
市
民

会
議
か
ら
は
、
市
内
の
小
中
学
生
た
ち
が
つ
づ

っ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
折
り
鶴
が
国
連
に
託
さ
れ

ま
し
た
。

世
界
平
和
の
た
め
に
自
分
が
で
き
る
こ
と
、

そ
れ
を
地
道
に
粘
り
強
く
続
け
て
い
く
こ
と
が

大
切
な
こ
と
な
の
で
す
。

●
国
際
連
合
…
第
二
次
世
界
大
戦

後
、
世
界
平
和
と
経
済
・
社
会
の

発
展
の
た
め
に
協
力
す
る
こ
と
を

誓
っ
た
国
々
が
集
ま
っ
て
で
き
た

国
際
機
関
。
加
盟
国
は
現
在
一
八

八
か
国
。
総
会
、
安
全
保
障
理
事

会
、
事
務
局
、
国
際
司
法
裁
判
所
、

経
済
社
会
理
事
会
、
信
託
統
治
理

事
会
の
六
つ
の
主
要
機
関
が
あ

る
。軍

縮
に
つ
い
て
は
、
国
連
総
会

で
話
し
合
わ
れ
、
毎
年
会
議
を
開

き
、
決
議
を
し
て
意
思
統
一
を
は

か
っ
て
い
る
。

●
Ｎ
Ｐ
Ｔ(

核
拡
散
防
止
条
約)

再
検

討
会
議
…
Ｎ
Ｐ
Ｔ
は
、
核
戦
力
の

規
制
を
目
的
に
し
た
国
際
条
約
。

核
兵
器
の
他
国
へ
の
譲
渡
、
原
子

力
の
平
和
的
目
的
以
外
へ
の
転

用
、
非
核
保
有
国
の
核
兵
器
製
造

な
ど
を
禁
止
し
て
い
る
。
再
検
討

会
議
は
こ
の
条
約
の
運
用
を
検
討

す
る
た
め
に
五
年
ご
と
に
開
か
れ

て
い
る
も
の
。
今
春
も
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
の
国
連
本
部
で
開
か
れ
、
核

を
保
有
し
て
い
る
五
か
国
が
初
め

て
一
致
し
て
、
核
兵
器
廃
絶
を
明

確
に
約
束
す
る
こ
と
な
ど
の
合
意

が
な
さ
れ
た
。

●
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
軍
縮
会
議
…
国
連
や

他
の
国
際
機
関
か
ら
独
立
し
た
多

数
国
間
の
軍
事
交
渉
機
関
。
化
学

兵
器
禁
止
条
約
な
ど
の
軍
縮
条
約

や
協
定
を
つ
く
る
場
と
な
っ
て
い

る
。
六
十
六
か
国
が
参
加
。

●
通
常
兵
器
…
核
兵
器
、
生
物
・
化

学
兵
器
な
ど
の
大
量
破
壊
兵
器
以

外
の
兵
器
の
こ
と
。

ミ
ニ
用
語
解
説
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ふ
る
さ
と
学
習
で
土
崎
空
襲
に
つ
い
て
学
ん
だ

宮
田
千
鶴
さ
ん(

土
崎
中
三
年)

…
…
…
…
…

五
十
五
年
前
の
土
崎
空
襲
が
私
に
教
え
て
く

れ
た
も
の
。
そ
れ
は
、
明
日
が
終
戦
だ
と
わ
か

っ
て
い
て
も
徹
底
的
に
破
壊
し
殺
し
尽
く
す
、

戦
争
の
現
実
で
し
た
。

世
界
平
和
の
た
め
に
私
に
で
き
る
こ
と
。
ひ

と
つ
は
、ふ
る
さ
と
土
崎
に
住
む
一
人
と
し
て
、

戦
争
の
悲
惨
な
事
実
や
暗
い
出
来
事
を
真
剣
に

学
び
引
き
継
い
で
い
く
継
承
者
と
な
る
こ
と
で

す
。
そ
し
て
、
も
う
ひ
と
つ
は
、
世
界
の
中
の

一
人
と
し
て
考
え
る
こ
と
で
す
。
一
生
懸
命
考

え
る
「
知
恵
」、
考
え
た
こ
と
に
積
極
的
に
取

り
組
む
「
努
力
」、
自
分
の
利
益
ば
か
り
考
え

ず
我
慢
す
る
「
忍
耐
力
」
。
こ
の
三
つ
の
キ
ー

ワ
ー
ド
を
実
現
す
る
こ
と
を
提
案
し
ま
す
。

生
徒
会
で
地
雷
撲
滅
運
動
に
取
り
組
ん
で
い
る

豊
岩
中
の
鈴
木
一
斉
さ
ん
、
五
十
嵐
早
苗
さ
ん

い
ま
だ
世
界
の
至
る
と
こ
ろ
で
地
雷
の
被
害

を
受
け
て
い
る
人
た
ち
が
い
ま
す
。
そ
の
悲
し

い
事
実
を
知
っ
た
と
き
か
ら
、
豊
岩
中
の
地
雷

撲
滅
運
動
は
始
ま
り
ま
し
た
。

埋
ま
っ
て
い
る
た
く
さ
ん
の
地
雷
を
一
日
で

も
早
く
取
り
除
く
こ
と
、
そ
し
て
、
人
間
同
士

で
憎
み
合
い
、傷
つ
け
合
お
う
と
す
る
気
持
ち
、

す
な
わ
ち
「
心
の
中
の
地
雷
」
を
取
り
除
く
こ

と
が
、
二
十
一
世
紀
を
生
き
る
私
た
ち
に
託
さ

れ
た
使
命
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

秋
田
県
出
身
の
明
石
さ
ん
た
ち

が
世
界
で
活
躍
し
て
い
る
の
を
見

て
感
激
し
ま
し
た
。
国
連
の
職
員

と
し
て
仕
事
を
す
る
た
め
に
地
道

な
努
力
を
し
た
こ
と
を
知
り
、
勇

気
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。
自
分
た
ち

も
も
っ
と
語
学
力
を
つ
け
て
、
国

際
的
な
舞
台
で
立
派
に
自
分
の
意

見
を
話
せ
る
よ
う
に
勉
強
し
た
い

と
思
い
ま
し
た
。

ま
た
、
土
崎
空
襲
の
発
表
を
聞

い
て
、
戦
争
を
め
ぐ
る
出
来
事
が

身
近
に
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
今
回

ほ
ど
、
武
器
と
呼
ば
れ
る
も
の
が

世
界
か
ら
な
く
な
れ
ば
い
い
と
思

っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
僕
た

ち
が
行
っ
て
い
る
地
雷
撲
滅
運
動

と
合
わ
せ
、
も
っ
と
世
界
の
こ
と

を
理
解
し
て
い
き
た
い
で
す
。

次世代につなぐ平和

左から豊岩中の
今野修さん(1年)
鈴木一生さん(2年)
鈴木竜太さん(3年)

宮田さん

鈴
木
さ
ん
と
五
十
嵐
さ
ん

●市内の中学生が、心のこもったメッセージを軍縮会
議参加者の前で発表。世界に平和を呼びかけました。

中学生たちも参加したぞ。

会
議
二
日
目
に
、
市
内
の
中
学

生
七
十
七
人
が
参
加
し
て
開
か
れ

た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
。
軍
縮
を
身
近

な
問
題
と
し
て
考
え
て
も
ら
お
う

と
、
世
界
の
最
前
線
で
活
躍
し
て

い
る
か
た
が
た
と
対
面
し
、
質
問

タ
イ
ム
も
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

子どもたちの発表に真剣に耳を傾けます

世界に届け、熱いメッセージ

軍縮会議に参加して

同時通訳レシーバーを耳にあてて
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阿
部
信
康
さ
ん(

ウ
ィ
ー
ン
国
際
機
関
日
本
国

代
表
部
大
使
／
秋
田
県
出
身)
…
保
有
国
に
対

し
直
接
申
し
入
れ
を
し
て
い
る
ほ
か
、
国
連
総

会
、
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
軍
縮
会
議
な
ど
で
日
本
の
主

張
と
し
て
核
の
廃
絶
な
ど
を
訴
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
日
本
の
場
合
、
広
島
や
長
崎
に
核
廃
絶

を
訴
え
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ(

非
政
府
組
織)

や
研
究
所
も

多
い
の
で
、民
間
レ
ベ
ル
の
活
動
も
盛
ん
で
す
。

そ
れ
で
も
な
か
な
か
核
軍
縮
が
進
ま
な
い
の

は
、
ま
だ
努
力
が
足
り
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

ラ
ル
フ
・
Ａ
・
カ
ッ
サ
さ
ん(

ア
ジ
ア
太
平
洋
地

域
安
全
保
障
協
力
委
員
会
事
務
局
長
／
ア
メ
リ
カ)

…

ア
メ
リ
カ
、
ロ
シ
ア
な
ど
五
か
国
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
イ
ン
ド
、
パ
キ
ス
タ
ン
も
保
有
を

示
し
て
い
ま
す
し
、
イ
ス
ラ
エ
ル
、
北
朝
鮮
も

保
有
の
疑
い
が
あ
り
ま
す
。
核
を
保
有
す
る
理

由
は
、
あ
る
種
の
エ
ゴ
や
誤
っ
た
誇
り
に
あ
り

ま
す
。
核
を
保
有
す
る
こ
と
で
強
い
国
に
な
っ

た
気
持
ち
に
な
る
の
で
し
ょ
う
。

核
拡
散
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
多
く
の
支
援
が

必
要
で
、
日
本
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
も
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
、
日
本
は
世
界
で
唯

一
の
原
爆
被
爆
国
で
あ
り
、
道
徳
的
に
も
核
兵

器
反
対
を
主
張
で
き
る
立
場
に
あ
る
か
ら
で
す
。

明
石
康
さ
ん(

前
国
連
事
務
次
長
／
秋
田
県

出
身)

…
国
連
職
員
や
国
連
の
平
和
維
持
軍
が
、

争
っ
て
い
る
国
と
国
の
間
に
入
り
、
武
器
を
持

た
ず
、
あ
る
い
は
小
型
の
武
器
だ
け
で
、
紛
争

の
問
題
を
話
し
合
い
で
解
決
で
き
る
よ
う
な
余

裕
と
時
間
を
作
っ
て
あ
げ
る
こ
と
で
す
。
日
本

は
平
和
維
持
活
動
に
対
し
金
銭
的
な
援
助
を
す

る
ば
か
り
で
な
く
、
紛
争
で
か
わ
い
そ
う
な
目

に
あ
っ
て
い
る
人
々
を
助
け
る
た
め
、
汗
を
流

し
、
時
に
は
血
を
流
す
覚
悟
で
貢
献
す
る
努
力

を
し
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

明
石
康
さ
ん
…
国
連
の
常
任
理
事
国
は
五
か

国(

米
、
露
、
中
、
仏
、
英)

。
強
い
発
言
力
が

あ
る
の
で
、ど
の
国
も
な
り
た
が
っ
て
い
ま
す
。

日
本
の
経
済
力
は
ア
メ
リ
カ
に
次
い
で
世
界
第

二
位
、
Ｏ
Ｄ
Ａ(

公
的
開
発
援
助)

は
世
界
一
位

と
常
任
理
事
国
に
な
る
資
格
は
十
分
で
す
。
ま

た
、
現
在
の
常
任
理
事
国
は
全
て
核
保
有
国
な

の
で
、核
保
有
国
で
な
い
国
が
な
っ
て
も
い
い
。

日
本
の
場
合
、
軍
縮
や
開
発
の
面
で
貢
献
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
そ
の
た
め
に
は
、
世
界

に
貢
献
す
る
意
思
表
示
を
し
、
も
っ
と
国
際
的

な
知
識
や
理
解
を
深
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

私は土崎空襲の頃、男鹿で教師をして
いましたし、娘は東京でNGO活動に携
わっているので、親子で興味深くお話を
伺いました。国際会議が身近で開かれ、
若い世代がそれに参加できたことは大き
な収穫です。人を許す大きな心が世界平
和への出発点。私たちももっとグローバ
ルな視点を持ち続けたいと思いました。

秋田出身の後輩から誘われて参加。大
学の講義の延長としても参考になりまし
た。人道的援助についての白熱した討論、
とても刺激的でした。人道的援助に限ら
ず、明確な基準のない問題は徹底的に話
し合ってほしいと思いました。

４日間の会議では、参加者のみなさ
んから示唆に富んだ、時には思考を強
く刺激するような発言が聞かれました。
こうした発言は、アジア太平洋地域の
様々な問題を解決するアイデアを与え
てくれました。
国連軍縮会議は、アジア太平洋地域

における軍縮、安全、繁栄についての
対話を促進する重要な手段として高く
評価されるようになりました。国連通
常兵器登録制度の創設や小型武器の研
究に関するイニシアチブもこの軍縮会
議の結果として生まれたものです。ア
ジア太平洋地域の国々の信頼関係を深
めるのにも大きく貢献しています。
秋田会議の成果は、このあとの軍縮

に関するいろいろな討論の場でも十分
活用されることとなるでしょう。

核
の
廃
絶
な
ど
、
軍
縮
を
す
す

め
る
に
は
た
く
さ
ん
の
時
間
が
か

か
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
世
界

で
は
民
族
紛
争
な
ど
が
ま
だ
ま
だ

多
く
て
、
そ
の
影
響
は
一
国
だ
け

に
と
ど
ま
ら
ず
何
ら
か
の
形
で
世

界
中
に
及
ん
で
い
る
そ
う
で
す
。

教
科
書
に
書
い
て
あ
る
話
が
と
て

も
身
近
に
感
じ
ら
れ
た
し
、
国
と

世
代
を
越
え
た
意
見
交
換
が
刺
激

的
で
し
た
。
軍
縮
会
議
に
参
加
し

た
貴
重
な
体
験
を
、
生
徒
会
な
ど

で
発
表
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

御野場中の
木次谷千佳子さん(3年・右)
佐々木真奈美さん(2年)

●
中
学
生
や
一
般
の
聴
講
者
の
み
な
さ
ん
か

ら
の
質
問
に
、
軍
縮
会
議
の
出
席
者
が
分

か
り
や
す
く
回
答
し
ま
し
た
。

感 想

閉会

野呂田皓
あき

子さ
んと娘の恵子
さん(広面)

大学生の石上陽一
さん(仙台市)

石栗勉さん
(国連アジア太平洋平和軍縮センター所長)

宣 言

日
本
か
ら
核
兵
器
保
有
国
へ
核
兵
器
削
減
の

訴
え
は
、
ど
の
よ
う
に
伝
え
て
い
る
の
？

核
を
保
有
す
る
国
は
ど
れ
く
ら
い
あ
り
、

ま
た
保
有
す
る
理
由
は
？

国
連
平
和
維
持
活
動
は

ど
ん
な
こ
と
で
す
か
？

日
本
の
常
任
理
事
国
入
り
は
？
　
実
現
し
た

ら
ど
ん
な
面
で
貢
献
で
き
る
の
で
し
ょ
う
。

軍縮会議に参加して
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８月18日の表彰式で入選者のみなさんと石川市長

僕の家は、曾
そう

祖母
そ ぼ

、祖父母といっしょに暮

らす４世代、８人家族。曾祖母、祖父母には、

小さいころから、落ち込んでいる時には励ま

され、つらいことがあったら助けられ、ずっ

と温かく見守られてきました。僕はとても感

謝しています。そして、いつか何か恩返しを

したいと思っていました。

そんな中、ついこの間、曾祖母が腰を痛め

入院してしまいました。家族が１人少なくな

っただけでも、ずいぶんさみしい気がしまし

た。曾祖母がいない間、僕は少しでも今まで

の恩に報いるために、さまざまな家の仕事を

他の人の分までがんばりました。

家族だけではありません。僕はたくさんの

上の世代の人達に支えられてきました。そん

な世代を越えた絆が今一番必要なのではない

かな、と僕は考えています。これからも優し

い心と絆を深め、伝えていきたいという気持

ちを込め、この標語を考えました。

見
守
る
瞳
に
優
し
さ
感
じ

今
こ
そ
伝
え
る
世
代
の
絆

第１席

老人保健福祉月間

毎年９月の老人保健福祉月間にちな
み、今年度の福祉教育実践校となってい
る下浜小、下北手小、下北手中のみなさ
んから敬老標語を募集しました。その入
選作品を紹介します。

小
さ
な
手
そ
っ
と
差
し
出
す
大
き
な
勇
気

今
ど
は
ぼ
く
が
が
ん
ば
る
よ

は
た
ら
き
も
の
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

第
２
席

小
林
勇は

や

斗と

く
ん(

下
北
手
小
６
年)

第
２
席

伊
藤
敏と

し

樹き

く
ん(

下
浜
小
２
年)

●
第
３
席
　
井
川
真
奈
美
さ
ん(

下
北
手
中
３
年)

山
影
拓
矢
く
ん(

下
北
手
中
１
年)

大
竹
由
紀
さ
ん(

下
浜
小
２
年)

●
佳
　
作
　
三
浦
恵け

い

さ
ん(

下
浜
小
４
年)

金
田
啓
佑
く
ん(

下
北
手
小
５
年)

平
川
美
希
さ
ん(

下
北
手
小
５
年)

嵯
峨
育
也
く
ん(

下
北
手
小
５
年)

石田　菜
な

さん、今野星
せい

子
こ

さん
(美術工芸短大附属高等学院２年)
市役所のまわりにある緑の風景と調和するようなデザイ

ンを考えました。お年寄りに対する自分たちの気持ちやこ
れからの希望を表現できたと思います。

第１席の

三浦晃
こう

平
へい

くん
(下北手中３年)

介介介介護護護護保保保保険険険険料料料料
65歳以上のかたに
納入通知書を
今月お送りします。

65歳以上のかたの保険料の納め方
●年金が年額18万円以上(障害・遺族年金は除く)のかた
年金から天引きとなり、10月、12月、２月に年金から
天引きされます。
●上記以外のかた
納付書を最寄りの金融機関(郵便局を除く)へ持って行っ

て納めます。10月から３月まで毎月26日までに納めてく
ださい。口座振替の手続きは各金融機関でどうぞ。

介護保険課q(８６６)２０６９問い合わせ

●シルバー110番なんでも相談e９月12日(火)午後１時～４時　q(８２９)４１６５(LL財団高齢者総合相談センター)
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山
王
内
外
案
内

あ
の
ひ
と
、こ
の
ひ
と
。

出
来
事
い
ろ
い
ろ
…
。

二
〇
〇
〇
年
八
月

市長●石川錬治郎

市長ホットライン
市政への建設的なご意見、ご提言を電話でお聴きする
今月の市長ホットラインは、都合によりお休みします。
ご了承ください。 市民相談室q(866)2039

◆
所
属
す
る
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
で
早
朝
、「
全
良
寺
」境
内
の

供
養
清
掃
。
全
良
寺
は
戊
辰
戦
争
で
秋
田

藩
救
済
に
来
た
官
軍
の
佐
賀
藩
・
大
村
藩

(

長
崎)

・
佐
土
原
藩(

宮
崎)

な
ど
の
兵
士
の

墓
が
あ
る
所
と
し
て
知
ら
れ
る
。
氏
名
の

下
に
は
「
行
年
二
十
一
歳
」
な
ど
と
記
さ
れ
、

二
十
〜
三
十
代
が
多
い
。
九
州
か
ら
千
数

百

も
離
れ
た
秋
田
の
山
野
で
倒
れ
た
若

者
達
は
、
最
後
に
何
を
思
っ
た
こ
と
だ
ろ

う
か
。
明
治
の
近
代
化
が
こ
の
よ
う
な
若

者
達
の
行
動
の
う
え
に
成
し
遂
げ
ら
れ
た

こ
と
を
思
い
、
し
ば
し
粛
然
と
し
て
合
掌
。

◆
観
客
席
を
三
段
の
雛ひ
な

壇
方
式
に
し
た
竿

燈
ま
つ
り
は
、
雨
に
た
た
ら
れ
る
こ
と
も

な
く
昨
年
を
上
回
る
観
光
客
を
集
め
て
盛

会
裡
に
終
え
る
。

今
年
も
外
国
か
ら
の
お
客
も
多
く
、
ア

イ
ル
ラ
ン
ド
大
使
は
予
定
を
変
更
し
て
二

晩
も
見
に
来
ら
れ
る
。
ま
た
、
ハ
ワ
イ
の

文
化
交
流
団
か
ら
は
竿
燈
を
招
待
し
た
い

と
の
申
し
入
れ
。
韓
国
の
興
亜
海
運(

秋
田

〜
釜
山
定
期
便
運
行)

の
一
行
も
。
竿
燈
ま

つ
り
も
年
々
国
際
化
の
傾
向
。

◆
昨
年
か
ら
準
備
を
進
め
て
き
た
「
国
連
軍

縮
秋
田
会
議
」
が
四
日
間
の
日
程
を
充
実
し

た
内
容
で
終
え
る
。
会
議
の
模
様
は
テ
レ

ビ
な
ど
で
全
国
に
流
さ
れ
る
。
出
席
し
た

全
国
紙
な
ど
の
論
説
・
解
説
委
員
も
多
く
、

社
説
な
ど
で
も
と
り
あ
げ
ら
れ
た
。
特
に

二
日
目
の
中
学
生
中
心
の
意
見
発
表
会
と

質
疑
が
注
目
さ
れ
た
。
一
般
の
市
民
県
民

も
連
日
二
百
人
以
上
が
傍
聴
。
同
時
通
訳

レ
シ
ー
バ
ー
を
耳
に
あ
て
て
聴
く
。

二
十
二
か
国
の
国
々
の
参
加
者
か
ら
お

世
辞
抜
き
で
、「
秋
田
市
民
の
も
て
な
し(

ホ

ス
ピ
タ
リ
テ
ィ)

は
素
晴
ら
し
か
っ
た
」
と

賛
辞
を
い
た
だ
く
。
軍
縮
と
い
う
国
際
政

治
上
の
難
題
が
身
近
に
感
じ
ら
れ
た
四
日

間
。
秋
田
出
身
の
明
石
前
国
連
事
務
局
次

長
、
現
職
の
阿
部
ウ
ィ
ー
ン
国
際
機
関
代

表
部
大
使
も
故
郷
で
大
活
躍
。

◆
旧
知
の
前
広
島
市
長
・
平
岡
敬
氏
も
軍

縮
会
議
に
出
席
。
一
夜
旧
交
を
温
め
る
。

平
岡
さ
ん
は
名
著
「
希
望
の
ヒ
ロ
シ
マ
」

(

岩
波
新
書)

を
は
じ
め
数
々
の
平
和
問
題
の

著
者
と
し
て
も
知
ら
れ
た
人
。

◆
飯
島
中
学
三
年
の
五
十
嵐
充
君
が
柔
道

で
中
学
総
体
全
国
優
勝
の
報
告
で
来
室
。

こ
の
種
目
で
の
優
勝
は
秋
田
県
内
の
中
学

生
で
は
初
め
て
と
の
こ
と
。
一
七
六

・

八
九

の
堂
々
た
る
風
格
。
将
来
、
国
体
、

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
を
目
ざ
す
と
の
抱
負
。

文
武
両
道
で
頑
張
る
よ
う
激
励
。

◆
今
月
の
収
穫
。「
野
球
が
で
き
て
あ
り
が

と
う
」(

関
根
潤
三
野
球
放
談)

│

小
学
館
文

庫
。
関
根
潤
三
氏
と
い
え
ば
東
京
六
大
学

野
球
で
法
政
大
学
の
大
黒
柱
と
し
て
活
躍
。

そ
の
後
プ
ロ(

近
鉄)

で
も
エ
ー
ス
。
巨
人
で

も
プ
レ
ー
。

そ
の
関
根
氏
が
敗
戦
後
、
学
生
時
代
に

秋
田
に
遠
征
試
合
に
来
た
時
の
様
子
を
こ

の
本
の
中
で
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

「
そ
れ
に
し
て
も
、
遠
征
中
に
秋
田
で

食
べ
た
お
米
の
味
は
未
だ
に
忘
れ
ら
れ
ま

せ
ん
。
米
ど
こ
ろ
だ
か
ら
『
米
は
旨
い
』

と
は
聞
い
て
い
ま
し
た
が
、
一
口
食
べ
て

『
こ
ん
な
に
旨
い
も
の
か
！
』
と
思
い
ま
し

た
。
お
か
ず
な
ど
な
く
て
も
、
ご
は
ん
だ

け
で
十
分
。
三
杯
は
ペ
ロ
ッ
と
平
ら
げ
ま

し
た
。
あ
れ
か
ら
五
〇
年
以
上
経
ち
ま
し

た
が
、
ど
ん
な
に
旨
い
と
評
判
の
店
に
行

っ
て
も
、
あ
れ
以
上
の
ご
は
ん
に
は
出
会

っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
」。

戦
後
の
食
糧
難
時
代
の
こ
と
と
は
い
え
、

こ
ん
な
に
秋
田
の
米
を
褒
め
て
い
る
文
章

に
出
会
っ
た
の
は
始
め
て
。

キ
ロ

セ
ンチ

キ
ロ

軍縮会議に参加した石川市長

●
全
良
寺
の
供
養
清
掃
。
若
き
官
軍
兵
士
に
し
ば
し
合
掌

●
市
民
の
も
て
な
し
が
絶
賛
さ
れ
た
国
連
軍
縮
会
議

●
野
球
の
関
根
潤
三
氏
が
秋
田
の
米
を
べ
た
褒ぼ

め



？をうめるのは
あなたです

？百？十？人

国
勢
調
査

10
月
１
日

新
た
な
世
紀
の
基
礎
づ
く
り
と
な
り
ま
す

日
本
で
最
初
に
国
勢
調
査
が
行
わ
れ
た
の
は
、
今
か
ら
八

十
年
前
の
一
九
二
〇
年（
大
正
九
年
）の
こ
と
で
し
た
。
以
来
、

お
お
む
ね
五
年
ご
と
に
実
施
さ
れ
、
今
回
で
十
七
回
目
を
迎

え
ま
す
。

国
勢
調
査
は
、
単
に
人
口
を
調
べ
る
た
め
だ
け
に
行
わ
れ

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

い
ま
日
本
は
、
少
子
化
や
高
齢
化
が
急
ピ
ッ
チ
で
進
ん
で

い
ま
す
。
こ
れ
ら
に
対
応
す
る
た
め
、
国
勢
調
査
の
結
果
は

住
宅
、
福
祉
、
交
通
、
雇
用
面
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で

利
用
さ
れ
ま
す
。

調
査
員
が
調
査
票
を
持
っ
て
う
か
が
い
ま
す

●
ま
ず
、
九
月
下
旬
に
調
査
員
が
み
な
さ
ん
の
お
宅
に
う
か

が
い
、
世
帯
ご
と
に
調
査
票
を
お
配
り
し
ま
す
。
調
査
票
が

届
い
た
ら
、「
調
査
票
の
記
入
の
し
か
た
」
を
よ
く
読
ん
で
、

調
査
員
は
ど
ん
な
人
な
の
？

調
査
票
を
配
布
・
回
収
す
る
国
勢
調
査
員
は
、
秋
田
市
長
の

推
薦
に
よ
り
総
務
庁
長
官
が
任
命
す
る
、
非
常
勤
の
国
家
公

務
員
で
す
。

ど
う
し
て
も
答
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
？

も
し
も
、
調
査
票
が
提
出
さ
れ
な
か
っ
た
り
、
正
し
い
申
告

が
さ
れ
な
か
っ
た
り
す
る
と
、
誤
っ
た
統
計
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
そ
う
し
た
こ
と
を
防
ぐ
た
め
、「
統
計
法
」
と
い

う
法
律
で
、
申
告
義
務
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
ま
す
。
つ
ま

り
、
国
勢
調
査
に
参
加
す
る
こ
と
は
、
私
た
ち
の
義
務
の
一

つ
な
の
で
す
。

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
守
ら
れ
る
の
？

調
査
を
す
る
人
が
、
調
査
の
結
果
を
他
人
に
も
ら
し
た
り
、

統
計
を
つ
く
る
目
的
以
外
に
調
査
票
を
使
っ
た
り
す
る
事

は
、
法
律
で
固
く
禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
調
査
票
は

部
外
の
人
の
目
に
触
れ
な
い
よ
う
厳
重
に
保
管
さ
れ
、
集
計

後
は
す
べ
て
溶
か
し
て
再
生
紙
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
り
ま

す
。
調
査
票
に
書
か
れ
た
こ
と
が
、
も
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。
ご
安
心
く
だ
さ
い
。

調
査
結
果
は
い
つ
分
か
る
の
？

人
口
・
世
帯
数
の
速
報
は
、
二
〇
〇
〇
年
十
二
月
に
発
表
さ

れ
ま
す
。
そ
の
他
の
集
計
結
果
は
、
二
〇
〇
一
年
以
降
、
順

次
公
表
さ
れ
ま
す
。
結
果
を
ま
と
め
た
報
告
書
は
、
秋
田
市

企
画
調
整
課
調
査
統
計
担
当
や
図
書
館
な
ど
で
閲
覧
で
き
ま

す
。
ま
た
、
総
務
庁
統
計
局
・
統
計
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
（h

ttp
://w
w
w
.sta
t.g
o
.jp

）
で
も
見
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

10
月
１
日

国
勢
調
査

秋
田
に
住
む
一
人
と
し
て
、
日
本
に
住
む
一
人
と
し
て
、

自
己
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

国
勢
調
査
Ｑ
＆
Ａ

？百？十？人

？をうめるのは
あなたです
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？十？万？千
10月１日の国勢調査で、
秋田市の人口は
何人になるでしょう？

●応募方法
はがきに、予想人口と住所・氏名・年
齢・性別・職業(学校名、学年)・自宅の
電話番号を書いて、〒011－0901秋田市
寺内字蛭根85－9 交通局舎３階「国勢調
査秋田市実施本部」へどうぞ。
応募は１通１解答とし、秋田市に住むか
たに限らせていただきます。締め切りは
10月10日(火)(当日消印有効)。

25

26

27

28

29

30

31

32
万人

昭和50年 55年 60年 平成２年 ７年 12年

●賞　　品

ぴたり賞…

おしいで賞…　

10,000円相当の記念品(的
中者または一番近いかた１人
に贈呈。多数の場合は抽選)

5,000円相当の記念品(ぴた
り賞以外のかたで、ぴたり賞
に近い数値の順に10人に贈呈)

●発　　表
正解と入賞者は、12月に総務庁から人
口概数が発表されたあと、広報で発表。

国勢調査による近年の人口の推移
参考データ

グラフを参考に、
ふるってご応募ください。
※最近の人口は「広報あきた」の毎月第４金曜
日号に掲載。ただし広報掲載の人口は推計値
のため国勢調査の結果とは誤差がでます。

問い合わせ
国勢調査秋田市実施本部

q(８６６)１９６４

結
果
は
ど
ん
な
こ
と
に
使
わ
れ
る
の
？

例
え
ば
、
議
員
定
数
や
地
方
交
付
金
を
決
め
た
り
、
都
市
計

画
や
社
会
福
祉
政
策
、
経
済
計
画
、
防
災
計
画
な
ど
を
立
て

た
り
す
る
と
き
の
基
礎
資
料
と
し
て
活
用
さ
れ
ま
す
。
こ
の

ほ
か
に
も
、
将
来
人
口
の
予
測
や
人
口
分
析
な
ど
の
研
究
、

企
業
の
製
品
開
発
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
調
査
結
果
が

使
わ
れ
ま
す
。

ほ
か
の
国
で
も
同
じ
よ
う
な
調
査
を
し
て
い
る
の
？

統
計
の
作
成
を
目
的
と
し
た
同
じ
よ
う
な
調
査
は
、
現
在
、

世
界
約
二
百
の
国
・
地
域
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
、
今

年
二
〇
〇
〇
年
前
後
に
は
、
日
本
だ
け
で
な
く
ア
メ
リ
カ
合

衆
国
、
中
国
、
韓
国
、
イ
ギ
リ
ス
、
カ
ナ
ダ
、
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
な
ど
、
多
く
の
国
で
国
勢
調
査
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
あ

な
た
が
提
出
す
る
今
回
の
調
査
票
は
、
日
本
だ
け
で
な
く
、

二
十
一
世
紀
の
地
球
全
体
の
未
来
を
描
く
た
め
の
デ
ー
タ
に

な
る
の
で
す
。

ふ
だ
ん
住
ん
で
い
る
人
を
も
れ
な
く
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

ふ
だ
ん
住
ん
で
い
る
人
と
は
、
十
月
一
日
現
在
、
秋
田
市
に
、

①
す
で
に
三
か
月
以
上
住
ん
で
い
る
人
、

②
十
月
一
日
の
前
後
を
通
じ
て
三
か
月
以
上
住
む
こ
と
に
な

っ
て
い
る
人
、
を
い
い
ま
す
。

●
調
査
す
る
内
容
は
、
世
帯
全
員
の
男
女
の
別
、
出
生
の
年

月
、
就
業
の
状
態
、
通
勤
・
通
学
地
、
住
居
の
種
類
な
ど
、

全
部
で
二
十
二
項
目
で
す
。

●
調
査
票
は「
マ
ー
ク
・
数
字
記
入
方
式
」
に
な
っ
て
い
ま
す
。

記
入
さ
れ
た
内
容
は
、
統
計
法
に
よ
っ
て
厳
重
に
守
ら
れ
ま

す
。
他
に
も
れ
た
り
、
統
計
を
作
成
す
る
以
外
の
目
的
に
使

わ
れ
る
こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

●
調
査
票
は
、
十
月
上
旬
に
調
査
員
が
受
け
取
り
に
う
か
が

い
ま
す
。
記
入
に
関
し
て
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
調

査
員
に
遠
慮
な
く
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

？十？万？千

261,246

296,400

284,863

311,948

302,362

？
・
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聞きました

調査方法
●調査対象事業所 常用従業員５人以
上の市内民間事業所を対象として、
2,000事業所を無作為に選び、調査票
郵送による記名アンケートを行いま
した。回答事業所は684事業所で、
有効回答率は42.2 (前回33.9 )。

●調査時期 平成11年７月１日現在
●調査項目 従業員数や賃金、労働時
間、育児・介護休業制度など21項目
と、パートタイマーについて年齢別
構成や賃金など９項目。

ポイントその２

１週間の所定労働時間が「40時間以下」の事業所
が全体の88.7％を占め、前回調査の43.9％と比較し
て、大幅に時間短縮が進んでいることが伺えます。
所定外労働時間も減少傾向にあり、１週間で「５

時間未満」とする事業所が50.9％を占めました。
また、週休二日制を何らかの形態で実施している

事業所は93.3％。そのうち「毎週」という事業所は
38.4％ありました。

労働時間
週40時間以下が大幅に増える

ポイントその３

常用従業員の平均賃金は、男性は平均年齢42.1歳
で29万9千円、女性は平均年齢35.5歳で18万9千円と
なっています。前回調査の男性30万4千円(平均年齢
40.7歳)、女性20万7千円(同35.9歳)に比べ、賃金は下
がり、男女間の格差が大きくなっています。

賃　金
やや減額し、男女格差が拡大

ポイントその４

新規に従業員を採用した事業所は28.8％と、前回
調査の45.7％に比べ大幅に減少しています。しかし、
常用従業員に占める新規採用者の割合は6.9％と前
回調査より2.6ポイント増加しており、企業間で好
不調の格差が拡大していることが推測されます。
新規採用者のうち中高年齢者の割合は19.3％で前

回調査から8.4ポイント増加しましたが、新規学卒
者の割合は51.4％で14.7ポイント減少しました。特
に高校生の減少が大きくなっています。
また、今後１年間に従業員を採用する予定の事業

所は21.9％にとどまっています。

採用状況
新規学卒者の割合が減少

ポイントその５

684事業所中、平成10年度の育児休業取得者は72
人、介護休業取得者はわずか６人となっています。
なお、休業中に賃金を支給しない事業所が約７割を
占めています。(平成11年４月１日から介護休業制
度が義務化されました)

育児・介護休業制度
育児休業取得者は72人

ポイントその６

パートタイマーを雇用している事業所は39.2％。
男女比率は男性12.2％、女性87.8％で、女性の占め
る割合が増加しています。全従業員に占める割合は、
パートタイマーが10.8％、臨時従業員が4.6％。

パートタイマー
約４割の事業所で雇用

高校 各種学校 大学短大高専 その他Ｕターン者 中高年齢者
0

10

20

30
％

28.7

18.1
15.5

8.3 9.3 10.8
12.614.2

2.9 3.3

10.9

20.1

26.0

19.3

新規採用者の内訳
(構成比) ８

年
度

11
年
度

週間所定内労働時間

20 40 60 100％800

平成11年度

平成８年度

88.7

43.9

11.3

56.1

40時間以下 40時間超

平均賃金の男女比較　単位：千円

10050 300千円0

274

基準内賃金 基準外賃金

男性

男性

女性

女性

150 200 250

272

192

177

15

12

32

25 計299

計189

計304

計207

11
年
度

８
年
度

10

パー
セント

パー
セント



厳しい雇用情勢
ひとりでも多くの採用を
お願いします
長引く景気の低迷や経済の先行き不透明
感などにより、最近の雇用情勢は依然とし
て厳しい状況が続いています。特に45歳
以上の中高年齢者や新規学卒者の就職状況
が悪化しています。
ハローワークでは、各企業から来春卒業

予定の大学・短大生、高校・中学生の求人
票を受け付けています。
大学生は、すでに春先から就職活動が始

まっており、高校生も９月16日から企業
との面接が始まるなど、これから就職活動
本番の時期を迎えます。
秋田の将来を担う若者を一人でも多く地

元で採用くださるよう、お願いいたします。

高校・中学生の求人受付が始まった６月20
日、石川市長とハローワーク秋田所長、市内
各高校のＰＴＡのかたがたが、商工会議所や
卸売業、製造業などの関係団体を回り、新規
高卒者に対する求人の拡大を要請。写真は
(協)秋田卸センター(岸部恵一理事長)で。

●石川市長が求人の拡大を要請●●

1,000

平成9 平成10 平成11 平成12年度

(人)

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

3,717

1,559

県内就職希望者数
県内就職者数

2,739
2,527

2,407
2,244

2,882

3,979

ハローワーク秋田管内の高校向け求人受付状況
465人(８月末・昨年同期比17.7％減)

求人・就職のご相談は

ハローワーク秋田1(864)4111

速報

県内求人数

県内求人数
5,799

県内高校卒業者の
求人数と就職状況の推移

3,089

2,911

事業所のかたに
秋田市労働実態調査から

●

秋田市では、市内民間事業所の労働条件や雇用環境

の実態を把握し、労働行政推進の基礎資料を得るため、

3年に一度「秋田市労働実態調査」を実施しています。

平成11年度に行った調査結果の概要をお知らせし

ます。 工業労政課1（866）2114

平成８年度の前回調査から今回の調査までの間に、

週40時間労働制・60歳以上定年制の義務化、労働基準

法・男女雇用機会均等法の改正などがありました。そ

の影響が労働時間の短縮や女性従業員比率の増加など

にみられます。

全体的に労働条件などは改善されてきているようで

すが、男女間での賃金格差の拡大や長引く景気低迷に

よる採用手控えなども見られます。

女性従業員の割合が増えましたが、
男女間の賃金格差は拡大　

ポイントその１ 従業員
女性従業員の割合が増加

常用従業員の男女比率は、男性65.6％、女性34.4％
と男性が３分の２を占めています。しかしながら女性
の比率は前回調査に比べ5.1ポイント増加し、女性従業
員の割合が増えました。
また女性では30歳未満の割合が最も高く、この年齢

では男性より従業員数が多くなっています。

50 40 30 01020 50403020100

61～65歳

66歳以上

55～60歳

45～54歳

30歳未満
30～44歳

％ ％

男女別・年齢別構成(数値は構成比)

43.9

28.1

18.4

6.7

2.1

0.7

27.5

10.3

4.0

1.6

34.4

22.1

従業員男女比率

20 40 60 100％800

平成11年度

平成８年度

65.6

70.7

34.4

29.3

男性 女性

男 女

(７月末速報)
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(

仮
称)

芸
術
文
化
ホ
ー
ル
基
本
計
画
の
内

容
に
つ
い
て
、
市
民
の
み
な
さ
ん
と
意
見
交

換
す
る
３
回
目
の
会
を
開
催
し
ま
す
。
ご
参

加
い
た
だ
け
る
か
た
は
、９
月
28
日
(木)
ま
で
、

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
、
庶
務
課
芸
術

文
化
ホ
ー
ル
担
当
へ
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

会
場
の
都
合
に
よ
り
先
着
30
人
ま
で
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

と
き
／
９
月
30
日
(土)
午
前
10
時
〜
正
午

と
こ
ろ
／
市
役
所
２
階
の
会
議
応
接
室

●
申
し
込
み

庶
務
課
芸
術
文
化
ホ
ー
ル
担

当
1(

８
６
６)
２
３
７
９

下
新
城
笠
岡
地
区
内
の
道
路
が
、
農
業
集

落
排
水
事
業
の
管
路
埋
設
工
事
の
た
め
、
来

年
３
月
９
日
ま
で(

第
２
・
４
土
曜
日
、
日

曜
日
は
除
く)

の
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５

時
、
交
通
規
制
と
な
り
ま
す
。

県
道
・
久
保
秋
田
線
は
片
側
交
互
通
行
、

そ
の
他
の
市
道
は
部
分
的
に
車
両
通
行
止
め

に
な
り
ま
す
。
現
場
の
案
内
に
従
っ
て
通
行

を
お
願
い
し
ま
す
。
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま

す
が
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

農
業
環
境
整
備
課

1(

８
６
６)

２
１
１
６

国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
る
学
生
の
か
た

は
、
平
成
11
年
中
の
所
得
が
68
万
円(

収
入

で
133
万
円)

以
下
の
場
合
、
申
請
に
よ
り
学

生
納
付
特
例
制
度
が
適
用
に
な
り
ま
す
。
こ

の
制
度
は
、
学
生
期
間
中
の
保
険
料
を
社
会

人
に
な
っ
て
か
ら
納
め
る
こ
と
が
で
き
る
も

の
で
、
今
年
４
月
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

ま
だ
申
請
し
て
い
な
い
か
た
は
、
学
生
証

(

写
し
可)

ま
た
は
在
学
証
明
書
を
お
持
ち
に

な
り
、
国
民
年
金
課
、
土
崎
支
所
、
新
屋
支

所
へ
お
早
め
に
ど
う
ぞ
。
代
理
申
請
の
場
合

は
印
鑑
も
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

国
民
年
金
課

1(

８
６
６)

２
０
９
７

10
月
１
日
、
下
北
手
宝
川
に
開
所
す
る
身

体
障
害
者
の
通
所
授
産
施
設
「
緑
光
苑(

仮

称)
」
の
通
所
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

身
体
に
障
害
の
あ
る
か
た
が
自
宅
か
ら
通

い
、
収
入
を
得
な
が
ら
働
く
施
設
で
す
。
作

業
内
容
は
印
刷
や
電
子
部
品
の
組
み
立
て
な

ど
で
す
。
通
所
バ
ス
も
利
用
で
き
ま
す
。

■
対
象

18
歳
以
上
65
歳
未
満
で
身
体
障
害
者
手
帳

を
お
持
ち
の
通
所
可
能
な
か
た
。
通
所
に
は

県
障
害
者
相
談
セ
ン
タ
ー
で
の
判
定
が
必
要

で
す
。

●
申
し
込
み

社
会
福
祉
課
1(

８
６
６)

２

０
９
３
、
Ｆ
Ａ
Ｘ(

８
６
３)

６
３
６
２

９
月
15
日
(金)
「
敬
老
の
日
」
は
、「
も
や

せ
る
ご
み
」
と
「
資
源
化
物
」
の
収
集
を
休

み
ま
す
。
収
集
日
に
あ
た
っ
て
い
る
地
区
の

か
た
は
、次
回
の
収
集
日
に
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

環
境
業
務
課

1(

８
６
３)

６
６
３
１

市
子
ど
も
セ
ン
タ
ー
で
は
、
情
報
誌
に
掲

載
す
る
小
・
中
学
生
と
親
子
向
け
行
事
の
情

報
を
募
集
し
て
い
ま
す
。「
子
ど
も
た
ち
に

参
加
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
行
事
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
ぜ
ひ
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
楽
し
い
情
報
が
盛
り
だ
く
さ
ん
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
ま
し
た
の
で
ご
覧

く
だ
さ
い
。

h
市
子
ど
も
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp
://w
w
w
.city.akita.akita.jp

/city/

ed
/ks/d

efau
lt.h
tm
(

秋
田
市
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
も
ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す)

●
問
い
合
わ
せ

市
子
ど
も
セ
ン
タ
ー
協
議

会(

生
涯
学
習
室
内)

1(

８
６
６)

２
２
４
５

国
民
年
金
の

学
生
納
付
特
例
制
度
の

申
請
を

３

MATION
●市　役　所　か　ら　の　お　知　ら　せ

INFOR-

「
敬
老
の
日
」
は

ご
み
収
集
を
休
み
ま
す

５

下
新
城
笠
岡
地
区
の

交
通
規
制
の
お
知
ら
せ

２

今月の市税 ９月は国民健康保険税第３期の納期です。納期内の納付にご協力
ください。納付は「口座振替」が便利です。国民健康保険課q(866)2189

芸
術
文
化
ホ
ー
ル

基
本
計
画
の
意
見
交
換
会

１

子
ど
も
向
け
行
事
の

情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

６

「
緑
光
苑(

仮
称)

」
の

通
所
者
を
募
集
中

４

市長
ホットライン
地域の課題や市の将来に

向けた建設的なご意見、ご
提言を、電話でお聴きする
市長ホットライン。今月は
都合によりお休みします。
ご了承ください。

市民相談室1(866)2039
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■住所変更登記などは本人が手続きを
法人の所在や代表者の住所表示変更登記、不動産登記の登記名義

人の住所変更登記、運転免許証の住所・本籍変更などは、本人が申

請してください。これらの申請に必要な「住居表示実施証明書」は、

10月２日(月)以降、18歳以上の対象者１人につき４通を郵送します。

証明書の足りないかたには、自治振興課で無料で発行します。

■家を新改築する場合は住居表示申請を
建物を新改築する場合、これまでは土地地番を住所として使用し

てきましたが、住居表示実施区域内では、土地地番ではなく住居表

示番号を住所として使用することになります。建築確認通知書に同

封されている「住居表示申請書」(黄色い用紙)を提出し、新しく決ま

った正しい住所をお使いください。

●問い合わせ 自治振興課q(866)2036

高
校
生
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ(

就
業
体
験)

の
受
け
入
れ
企
業
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
今

年
は
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
し
て
、
秋
田
商
業
高

校
の
２
年
生
を
対
象
に
、
11
月
６
日
(月)
と
７

日
(火)
の
２
日
間
行
い
ま
す
。
ご
協
力
い
た
だ

け
る
企
業
は
、
９
月
29
日
(金)
ま
で
工
業
労
政

課
ま
で
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

工
業
労
政
課

1(

８
６
６)

２
１
１
４

ワ
ー
ク
パ
ル(

市
勤
労
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー)

は
、
市
内
企
業
で
働
く
み
な
さ

ん
の
福
利
厚
生
の
充
実
を
応
援
し
ま
す
。

た
だ
い
ま
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

月
々
１
人
600
円
の
会
費
で
、
祝
い
金
や
見
舞

金
な
ど
の
共
済
給
付
事
業
、
生
活
資
金
の
貸

付
事
業
、
温
泉
や
体
育
施
設
な
ど
の
割
引
利

用
が
で
き
ま
す
。
健
康
診
断
や
人
間
ド
ッ
ク

の
補
助
で
、
健
康
管
理
も
サ
ポ
ー
ト
。
事
業

所
単
位
で
ご
加
入
く
だ
さ
い
。

●
申
し
込
み

工
業
労
政
課
内
の
ワ
ー
ク
パ

ル
1(

８
６
６)

２
１
１
４

印
鑑
と
買
い
受
け
代
金
を
持
っ
て
、
当
日
、

直
接
会
場
へ
ど
う
ぞ
。
最
低
公
売
価
格
は
、

４
万
800
円(

消
費
税
別)

で
す
。

と
き
／
９
月
26
日
(火)
午
後
１
時
〜

と
こ
ろ
／
市
役
所
２
階
の
正
庁

●
問
い
合
わ
せ

納
税
課

1(

８
６
６)

２
０
５
８

市役所からのお知らせ

高
校
生
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の

協
力
企
業
を
募
集
し
て
い
ま
す

７

秋の全国交通安全運動
運動の重点目標は、高齢者の交通事故防止、

チャイルドシートとシートベルトの着用の徹底、
飲酒運転の徹底追放です。一人ひとりが、身近
なところから交通安全を心がけましょう。

９月
21日

〜

９月
30日

電
話
加
入
権
の
公
売

９

s牛島兎谷地・楢山石塚谷地地区
s下北手桜袖ノ沢・宮ケ沢地区

10月１日から住所が変わります ルールと思いやり
笑顔でゆきかう交差点

ワ
ー
ク
パ
ル

会
員
募
集
中

８

牛島兎谷地・楢山石塚谷地地区

s楢山城南新町
ならやまじょうなんしんまち

牛島字兎谷地の一部
楢山字石塚谷地の一部

s牛島東七丁目に追加
牛島字兎谷地の一部
楢山字石塚谷地の一部
仁井田字猿田川端の一部
上北手荒巻字割田の一部

下北手桜袖ノ沢・
宮ケ沢地区

s桜三丁目に追加
下北手桜字桜の一部
下北手桜字宮ケ沢の一部

s横森三丁目に追加
下北手桜字袖ノ沢の一部

新しい住所

新しい住所

牛島字兎谷地�

牛島東七丁目�

上
北
手
荒
巻
字
割
田�

仁
井
田
字
猿
田
川
端�

猿 

田 

川�

Ｊ
Ｒ
奥
羽
本
線�

秋
田
車
輛
基
地�

秋
田
車
輛
基
地�

楢
山
字
石
塚
谷
地�

牛島小学校�

楢山城南新町�

下北手桜字桜�

下北手桜字袖ノ沢�

桜三丁目�

ローソン�

横森四丁目�

横森三丁目�
パルコ�

主
要
地
方
道
秋
田
・
昭
和
線
（
横
山
金
足
線
）�

原
酒
店�

下
北
手
桜
字
宮
ケ
沢�
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● 元気が大好き 育児コーナー

問い合わせは保健予防課
q(883)1174

■４・７・10か月児健康診査
４か月、７か月、10か月になっ

た日から１か月以内の赤ちゃんを対
象に、市内の委託医療機関で行って
います。個人通知はしませんので、
母子健康手帳別冊をよく読んで受診
しましょう。
まだ、母子健康手帳別冊をお持ち

でないかたは、市民課または土崎支
所、新屋支所へどうぞ。
■１歳６か月児健康診査
平成11年３月生まれのお子さん

が対象です。個人通知はしませんの
で、直接会場へどうぞ。都合が悪く、
該当する会場で受診できないかたは
ご連絡ください。当日、母子健康
手帳と別冊、バスタオルをお持ち
ください。受付時間は午後零時45
分～１時30分です。
※自分がどの地区に該当するか
は、母子健康手帳別冊の３歳児健
康診査会場を参考にしてください。
s北部地区＝10月６日(金)、土崎支
所 s中央地区＝10月11日(水)、
市保健センター　s南部・西部(茨
島・下浜・豊岩・浜田)地区＝10
月12日(木)、市保健センター　s東
部・西部(新屋・勝平)地区＝10月
13日(金)、市保健センター　
■３歳児健康診査
平成９年４月生まれのお子さん

が対象です。対象者には３歳児健
康診査用アンケートと尿検査セッ
トを郵送します。当日、母子健康
手帳とあわせてお持ちください。
受付時間は午後零時45分～１時
30分です。
s中央地区＝10月19日(木)、市保健
センター　
s南部・西部(茨島・下浜・豊
岩・浜田)地区＝10月20日(金)、市
保健センター　
s東部・西部(新屋・勝平)地区＝

10月25日(水)、市保健センター
s北部地区＝10月26日(木)、土崎
公民館　　　
■２歳児歯科健康診査
２歳になった日から、２歳２か

月になる前日までのお子さんを対
象に、市内の委託医療機関で行っ
ています。対象者には２歳児歯科
健康診査用アンケートと健康診査
票をお送りします。当日、母子健
康手帳とあわせてお持ちください。

保育所には子育てのヒントがい
っぱい。心配事相談もどうぞ。申
し込みは、９月13日(水)午前10時
から各保育所へ。
◆寺内保育所 q(863)6253
子育てあれこれ、お話しましょう。
９月21日(木)午前９時45分～11時
15分
◆港北保育所 q(845)7166
ふれあいコンサート。お気軽に。
９月26日(火)午前10時～11時
◆土崎保育所 q(845)1571
友だちと遊ぼう。待ってるよ。
９月28日(木)午前９時30分～11時

旭南、茨島地区にお住まいの就
園前の親子が対象です。一緒に遊
びましょう。参加無料。直接会場へ。
とき／９月20日(水)午前10時～11
時30分　ところ／茨島地区コミュ
ニティセンター　　
●問い合わせ 旭南、茨島地区主
任児童委員の石岡鋳久子さん

q(865)3339

牛島地区にお住まいの就園前の
お子さんと保護者が対象です。牛
島保育所での交流や子育て相談な
ど。参加無料。直接会場へどうぞ。
とき／９月21日(木)午前10時～11
時30分　ところ／南部公民館　　
●問い合わせ 牛島地区民生児童

委員の宮田信子さん
q(833)0447

２～５歳の未就園のお子さんと
お母さんが対象です。専門の講師
の指導で、楽しく遊びましょう。
参加無料。幼児の定員100人。
とき／９月22日(金)午後１時～１
時45分　ところ／外旭川幼稚園　
●申し込み　９月14日(木)まで外
旭川幼稚園q(868)3400

下北手地区にお住まいの３歳未
満のお子さんとご家族が対象です。
一緒に遊びましょう。参加無料。
直接会場へどうぞ。
とき／９月25日(月)午前10時～11
時30分 ところ／下北手児童センター
●問い合わせ 下北手地区主任児
童委員の玉尾誠子さん

q(838)3657

平成６年４月２日以降に生まれ
たお子さんを養育し、まだ児童手
当の申請をしていないかた(所得
制限あり)は、９月29日(金)までに
手続きをしてください。公務員の
かたは勤務先への申請となります。
受付場所／市民課５番窓口または
土崎支所、新屋支所
手続きに必要なもの／印鑑、申請
者名義の金融機関の口座番号(市
内の本・支店のもの、郵便局は除く)
●問い合わせ 市民課q(866)2072

市内の私立幼稚園で、平成13年
度の園児を募集します。平成13年
４月１日現在で、３～５歳のお子
さんが対象です。募集要項の配布
と願書の受付は、10月２日(月)か
ら各幼稚園で行います。
●問い合わせ 旭川幼稚園内の市
私立幼稚園協会q(868)3700

育
乳幼児健康診査

児

親子で保育所体験を

のびのびルームへどうぞ

牛島っこへどうぞ
幼稚園児を募集します

児童手当の申請を

とんとんくらぶで遊ぼう

体操のお兄さんと遊ぼう

クアドーム「ザ・ブーン」にて
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移動図書館
イソップ号

移動図書館「イソップ号」が、本を積んで市内８コースを巡回し
ます。本は、１人５冊まで、次の巡回日まで借りられます。返却は、
中央図書館明徳館、土崎図書館、新屋図書館でも受け付けます。

中央図書館明徳館q(832)9220問い合わせ

コ
ー
ス

ス テ ー シ ョ ン 名

１

10:00～10:40

広面樋口(コーポライズ前)

14:35～15:20

大住団地(県営大野住宅)
10:50～11:20

御野場病院(御野場二丁目14番)

13:30～14:20

13:45～14:10

松美ガ丘団地(新屋松美ガ丘東町５番公園前) 10:00～10:25
朝日団地(コーポサトウ前)
県公舎・県警住宅(新屋割山町６番)
四ツ小屋幼稚園(四ツ小屋字城下当場)
御所野ニュータウン(イオンＳＣ 中三裏)
大橋マンション駐車場(酒のサトウとなり)
生協泉店駐車場(泉北二丁目10番)

生協茨島店駐車場

八橋三和町(那波薬局八橋店となり)

県職員住宅(自衛隊官舎となり)

秋田在宅介護サービスセンター駐車場(横森一丁目20番)

太平マンション前(八橋田五郎二丁目８番)
第一貨物社宅駐車場(八橋児童館向かい)
外旭川幼稚園前
外旭川市営住宅
千秋の丘松崎団地

秋田大学医学部宿舎
手形山団地(市営住宅)

川尻市営住宅(川尻上野町１番)

南通宮田ＪＲ社宅(南中学校裏)

桜ガ丘団地(桜ガ丘二丁目４番)

ＮＴＴアパート(東通七丁目３番)
仁井田二ツ屋(二丁目10番空地)

新屋鳥木町バス停付近
マルダイおのば店(仁井田本町五丁目)

牛島市営住宅

南部公民館

桜団地(桜第６児童公園)

四ツ谷団地(市営住宅)

東北電力（火力）アパート(将軍野南一丁目15番)
将軍野地域センター(将軍野南四丁目８番)
秋田サティ正面駐車場(楢山川口境)

川尻児童館

サン・コーポラス勝平(新屋松美町12)
ト一屋追分店駐車場

10:30～10:50

14:20～15:15

10:55～11:20

9:45～10:05

13:40～14:10

10:10～10:50

11:00～11:20

14:20～14:40

14:45～15:20

13:40～14:05

9:50～10:35

10:45～11:20

14:15～14:40

14:45～15:20

11:00～11:20

9:50～10:20

10:35～10:55

13:35～14:00

14:10～14:35

10:20～11:15

14:45～15:20

9:50～10:10

13:30～14:00

14:10～14:30

10:30～10:50

14:45～15:20

10:00～10:20

10:55～11:20

13:45～14:10

10:00～10:30

14:25～15:15

10:55～11:15

13:35～14:10外旭川在家街区公園(コーポシーハイル前)
古四王寮(寺内小学校そば)

駐車時間 巡 回 日

14:25～15:20

２

３

５

４

６

７

８

10月３日(火)・17日(火)
11月７日(火)
12月５日(火)・19日(火)
１月９日(火) ・23日(火)
２月６日(火)・20日(火)
３月６日(火)・27日(火)

10月４日(水)・18日(水)

11月１日(水)・15日(水)

12月13日(水)・27日(水)

１月17日(水)

２月 ７日(水)・21日(水)

３月14日(水)・28日(水)

10月12日(木)・26日(木)

11月９日(木)

12月７日(木)・21日(木)

１月18日(木)

２月１日(木)・15日(木)

３月１日(木)・15日(木)・29日(木)

10月６日(金)・20日(金)
11月10日(金)
12月 １日(金)・15日(金)
１月12日(金)・ 26日(金)
２月 ９日(金)・23日(金)
３月 ９日(金)・23日(金)

10月10日(火)・24日(火)
11月14日(火)
12月12日(火)・26日(火)
１月16日(火) ・30日(火)
２月13日(火)・27日(火)
３月13日(火)

10月11日(水)・25日(水)
11月８日(水)
12月６日(水)・20日(水)
１月10日(水)・24日(水)
２月14日(水)
３月 ７日(水)・21日(水)

10月５日(木)・19日(木)
11月２日(木)・16日(木)
12月14日(木)
１月11日(木)・25日(木)
２月 ８日(木)・22日(木)
３月 ８日(木)・22日(木)

10月13日(金)・27日(金)
11月17日(金)
12月 ８日(金)・22日(金)
１月19日(金)
２月 ２日(金)・16日(金)
３月２日(金)・16日(金)・30日(金)

動物愛護フェスティバル
９月24日(日)9：30～15：00

■動物園ウォーククイズ(9：30～15：00)

■イヌワシとクマを語る(11：00～12：30)
動物園資料館で行います。
●パネラー
イヌワシ研究家　千葉和彦さん
クマ研究家　　　小松武志さん
●コーディネーター
大森山動物園　　小松　守園長

■裏側探検隊と餌やり体験(13：15～)
■動物写真と絵画展

大森山動物園
動物愛護週間９/20(水)s９/26(火)

イヌワシビーバー

入園料：大人500円 中学生以下無料

大森山動物園q(828)5508問い合わせ

問い合わせ

●再生自転車の無料抽選会(来場者に抽選券
配布。抽選時間は午前11時=７台、正午=市長
特別賞１台、午後2時=７台) ●就業実演(自
転車再生、ふすまや障子のはりかえ、盆栽
の手入れなど) ●会員による趣味をいか
した手芸実演・販売　●高齢者就業相談
●介護支援事業の案内や相談　●バザー
●産地直送農産物の即売　●「シルバー音
頭」の手踊り披露　●土崎港囃子　●縁日
コーナー(金魚すくいやヨーヨーつりなど)

シルバー人材センター祭り
９月24日(日)10：00～15：00
秋田駅前のアゴラ広場

北村英治
クリスマス・ジャズコンサート

●文化会館自主事業

問い合わせ

12月４日(月)午後６時30分開演
文化会館大ホール

●チケットは文化会館、本金西武、秋田ス
テーションデパートトピコ、秋田ニュー
シティで９月16日(土)から発売します

文化会館q(865)1191

日本を代表するクラリネット奏者に
よるジャズコンサートです。この機会
にどうぞお楽しみください。
入場料/Ａ席3,500円、Ｂ席3,000円

動物園内を歩きながらいろいろなクイズ
に答えてみよう！正面玄関前で随時受け
付けています。

「レンズを通し、筆で描いた大森山のな
かまたち」がテーマです。９月20日(水)
から10月22日(日)まで展示します。

市シルバー人材センターq(863)5900
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10月13日(金) 開会式・分科会
秋田キャッスルホテル
●13：00～14：30 開会式・基調講演(永六輔氏)
●15：00～16：40 ◎分科会Ａ【衣と食の連】

吉野典治郎氏、佐藤養助氏、滑川翠氏
◎分科会Ｂ【住と工芸の連】
池田武邦氏、小川三夫氏、塩野米松氏

◎分科会Ｃ【全国大漁旗フォーラム】
雨宮時男氏、佐藤弘幸氏、浅沼一道氏

●17：00～18：00 落語・職人噺(入船亭扇橋師匠)
●18：30～20：30 交流会

●10：00～12：30 金銀細工の加工・染め加工・漆工芸
小学４年生以上の親子が対象。
抽選で各７組。参加費１組2,000円

10月14日(土) 職人親子体験工房
秋田公立美術工芸短大(アトリエももさだ)

学生の作品展示や模擬店、金沢美術工芸大学
の山岸政雄学長の講演(24日午後１時～)など。

●問い合わせ 大学開放センターq(888)8137

●問い合わせ 実行委員会q090(2993)0512

◎創作チャレンジコーナー（当日の先着順・無料）
・木材工芸＝23日午後１時～３時。定員８人
・金属工芸＝24日午後１時～３時。定員10人
・ガラス工芸＝24日午後１時～３時。定員10人
・コンピュータ＝24日午後１時～３時。定員６人

◎多目的ホールでの催し(入場無料)
・ボランティアグループによる絵本や昔話の
読み聞かせ会＝23日午前10時～午後３時。

・若手演奏家による熱気あふれる津軽三味線
の演奏＝24日午後３時～

※このほか、世界遺産ポスターの展示や野菜
やくだものの産地直売、日用品バザーなど。

10月４日(水) 文化会館小ホール
今年は映画で男女共生を考えます！
アルモドバル監督の新作「オール・
アバウト・マイ・マザー」(スペイン)を上映。
●昼の部13：00～15：15
●夜の部18：30～20：45

ワークショップ 15：30～16：45(入場自由)
①「伝えたい生と性」
② 共に語る映画「オール・アバウト・マイ・マザー」
③「家族の介護がはじまったら」～働きながらの介護、あなたはどうしますか！
④「切り抜き情報～女性の周辺～」から読み解く家族のあり方
⑤「おらの気持ち、おめの気持ち、あだの気持ち」～違いを認め合って共に生きる　

参加無料。映画は整理券が必要です(昼・夜とも先着400人)。
昼のみ託児あり(先着10人)。オープニング時に手話通訳あり。

e-mail ro-inpr@city.akita.akita.jp ＦＡＸ(866)2431
はがき 〒010-8560 秋田市役所男女共生政策室「きらめく北の

男女フォーラム」整理券申し込み係 1(866)2141

テーマＡto →

職全国職人学会ｉｎあきた
第２回 伝えよう！美と技のこころ意気！

全国の職人が秋田に集まります。その道を極め
た職人たちの話や落語を楽しみましょう。どなた
もお気軽にご参加ください。

人

永六輔氏

入船亭扇橋師匠

美術工芸短大の大学祭
９月23日(土)・24日(日)午前10時～午後５時
美術工芸短期大学

大学開放センターももさだ祭
９月23日(土)・24日(日)午前９時～午後５時

●整理券は男女共生政策室、各公民館、女性学習センター
でさしあげます。ＦＡＸかはがき、e-mailで受け付けます。
住所、氏名、昼の部・夜の部の希望(昼の部希望者のみワ
ークショップ参加希望番号も)を書いて、９月18日(月)ま
で下記へお申し込みください。

背
中
で
人
生
を
語
る
人
。

喜
び
も
、
悲
し
み
も
、
悩
み
も
、
希
望
も
、
こ
だ
わ
り
も
…
…

第10回

事務局、または各プレイガイドでお求めください。
職人親子体験工房は、往復はがきに住所、親子の
氏名、お子さんの学年、電話番号、希望のコース
を書いて、９月29日(金)まで、〒010-0873秋田市
千秋城下町５-53 第２回全国職人学会ｉｎあきた実
行委員会事務局にお申し込みください。

全国職人学会ｉｎあきた実行委員会事務局
1(836)3900

問い合わせ

申し込み きもの好きの女性ならどなたでも参加できま
す。きものを着てステージに立ってみませんか。
入賞者にはすてきな賞品をさしあげます。９月
25日(月)までお申し込みください。詳しくは新
宿区染色協議会事務局へ103(3362)1641

東京都心「新宿」に古くから伝わり、区の地
場産業の指定を受けている染色業の職人達の力
作を展示します。入場無料。

みちのくきもの女王コンテスト
10月13日(金)10：30～13：00
キャッスルホテル平安の間

染色作家優秀作品展
10月12日(木)、13日(金)10：00～18：00
キャッスルホテル天平の間

参加者募集

①全日程(交流会含む)10,000円
②基調講演・分科会・落語(交流会なし)1,500円参加料
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●サンライフ秋田

運動と趣味の教室

※印のついた受講料には教材費が別にかかります。

９月25日(月)まで、はがき、またはファクスで希
望教室名・住所・氏名・生年月日・電話番号を書
いて、〒010-0975 秋田市八橋字戌川原29 サ
ンライフ秋田「運動と趣味の教室」係へ。直接窓口
へお申し込みくださっても結構です。申し込み多
数の場合は抽選となります。

ファクス(863)1531 q(863)1391

申し込み

９/８(金)s９/12(火)

●ゆめ秋田21中学生会議

●赤れんが郷土館
ボランティア

●骨粗しょう症予防

９/13(水)s９/19(火)
ABS 秋田市だより

月～金
土
午前10時25分～
午後 ３時55分～　

AKT 花時計からのたより
月～金
日
午前11時25分～
午前 ８時55分～　

AAB ハローナウあきた
月～金　午前10時55分～　

５
分
間
番
組

●９/24(日) 7：30～ ＡＢＳ けやきの街から 「秋田市公園整備」
15
分
間

●エコール・ド・パリ1920
～千秋美術館～

●全県消防操法大会

●千秋公園の再整備

放送番組の詳しい日程は
広報課へどうぞq(866)2034

１

２

３

４

５

６

７

８

９

ドライフラワー
アレンジメント

謡　　　曲

パッチワーク
(中級Ⅰ)

パッチワーク
(初級)

フラワー
アレンジメント

サン・エアロ

ジャズリズム

ミディアム
エアロ

やさしい
社交ダンス(初級)

たのしい
エアロビクス

25歳以上のかた。10月13日(金)から12月22
日(金)までの金曜日に10回、午後６時30分～
７時45分。受講料8，400円。

25歳以上のかた。10月14日(土)から12月16
日(土)までの土曜日に10回、午前10時～正午。
受講料9，450円。

30歳以上のかた。10月13日(金)から12月22
日(金)までの金曜日に10回、午前10時～11時
15分。受講料8，400円。

25歳以上のかた。10月11日(水)から12月13
日(水)までの水曜日に10回、午前10時45分～
正午。受講料8，400円。

30歳以上のかた。10月11日(水)から12月13
日(水)までの水曜日に10回、午後６時～７時
15分。受講料8，400円。

25歳以上のかた。10月12日(木)から12月21
日(木)までの木曜日に10回、午前10時～正午。
受講料※9，450円。

25歳以上のかた。10月12日(木)から12月14
日(木)までの木曜日に５回、午前10時～正午。
受講料※4，720円。

25歳以上のかた。10月13日(金)から12月22
日(金)までの金曜日に10回、午後６時30分～
８時30分。受講料※9，450円。

25歳以上のかた。10月12日(木)から12月14
日(木)までの木曜日に５回、午後６時30分～
８時30分。受講料※4，720円。

20歳以上のかた。10月14日(土)から12月16
日(土)までの土曜日に10回、午後６時～８時。
受講料7，560円。

10

11

12

13

パッチワーク
(中級Ⅱ)

やさしい
社交ダンス(中級)

25歳以上のかた。10月14日(土)から12月16
日(土)までの土曜日に10回、午後１時～２時
30分。受講料9，450円。

やさしい
社交ダンス(水曜)

25歳以上のかた。10月11日(水)から12月13
日(水)までの水曜日に10回、午後３時～４時
30分。受講料9，450円。

25歳以上のかた。10月19日(木)から12月21
日(木)までの木曜日に５回、午前10時～正午。
受講料※4，720円。

成人歯科相談
歯科衛生士が、歯周病やむし歯などか

ら歯の健康を守るための相談に応じます。
事前に予約をしてください。
とき／９月25日(月)午前９時30分～正午
ところ／市保健センター
●申し込み 保健予防課1(883)1176

後縦靭帯骨化症患者の相談会
医師の講話や個人相談、患者同士の情

報交換などを行います。
とき／９月28日(木)午後１時～３時30分
ところ／市保健所
●申し込み 健康管理課1(883)1180

ふれあい相談
八橋の市老人福祉センターで開きます。

申し込みは、市社会福祉協議会ふれあい
福祉相談センターへ1(863)6006
◆無料法律相談＝法律、相続、サラ金な
どの相談に菊地修弁護士が応じます。９
月18日(月)午前10時～正午。先着６人。
９月13日(水)から申し込み受付
◆心配事相談＝福祉、家庭、人権などの
相談に応じます。毎週月～金曜日の午前
９時～午後４時

無料調停相談
土地、建物、金銭のもめごと、家庭内の

問題などの相談に応じます。直接会場へ。
とき／９月21日(木)午前10時～午後３時
ところ／秋田簡易裁判所
●問い合わせ 秋田調停協会

1(824)3121

成年後見相談会
「リーガルサポートあきた」では高齢者
が安心して生きることができるよう支援
や相談に応じます。相談は直接会場、ま
たは専用電話1(824)0055でどうぞ。
とき／９月15日(金)午前10時～午後４時
ところ／山王六丁目の司法書士会館
●問い合わせ 司法書士伊藤洋子事務所

1(866)0551

成人歯科相談

相　談

ふれあい相談

無料調停相談

成年後見相談会

後縦靭帯骨化症患者の相談会

テレビ
ガイド
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国語の語学講座を10月から開講。
●申し込み 秋田ワールドゲームズ
2001組織委員会1(865)2001

市民講座
「どうやって防ぐ骨粗しょう症～
年代別対応法」がテーマ。受講無料。
とき／10月28日(土)午後１時～３
時30分　ところ／文化会館
●申し込み はがきに住所、氏名を
書いて、９月15日(金)まで、〒
010-8543秋田大学医学部整形外
科学教室1(884)6148

在宅介護者のつどい
寝たきりや痴呆のかたなどを現在

家庭で介護しているかたが対象で
す。介護のうえでの悩みや、日頃の
思いを話し合う場です。参加無料。
とき／９月22日(金)午後１時30分
～３時　ところ／市保健センター
●申し込み 保健予防課1(883)1178

親子稲刈り体験
参加無料。お気軽にどうぞ。
とき／９月23日(土)午前10時～正
午　ところ／外旭川中谷地の田んぼ
●申し込み ９月20日(水)まで土崎
公民館1(846)1133

明徳館の映画鑑賞会
グレダ・ガルボ主演の「グラン

ド・ホテル」を上映します。無料。
とき／９月24日(日)午前10時30分
～と午後１時30分～　ところ／中央
図書館明徳館　定員／各回先着70人
●申し込み ９月13日(水)午前８時
30分から中央図書館明徳館

1(832)9220

市社会福祉大会
「みんなの福祉をみんなの手で」

がテーマ。和洋女子高校の「猿倉人
形芝居のある風景」や小・中学生の福
祉体験発表など。無料。直接会場へ。
とき／９月27日(水)午後１時30分
～４時　ところ／県児童会館
●問い合わせ 市社会福祉協議会

1(862)7445

秋田バスまつり

ボンネットバスの展示やバス部品

のバザー、旅行が当たる抽選会など。

とき／９月15日(金)午前10時～午

後３時　ところ／駅前アゴラ広場

●問い合わせ 県バス協会

1(863)5349

中央通りふれあいまつり
やまばと太鼓の演奏やフリーマー

ケット、大抽選会など。
とき／９月23日(土)午前10時～午後
４時 ところ／中通三丁目街区公園
●問い合わせ 中央通り商店街振興
組合1(835)4938

自衛隊フェア
戦車や装甲車などの試乗コーナ

ー、観閲飛行、訓練披露、ふれあい
コンサートなど。
とき／９月17日(日)午前９時～午後３
時　ところ／陸上自衛隊秋田駐屯地
●問い合わせ 陸上自衛隊秋田駐屯
地広報室1(845)0125

空の日記念イベント
空港トロッコカー遊覧や紙飛行機

大会、物産市など。
とき／９月23日(土)午前10時～午
後３時　ところ／秋田空港
●問い合わせ 秋田空港「空の日」
実行委員会事務局1(886)3161

８人制バレーボール大会
女性のかたが対象。ゴムボールと

ビニールボールの部があります。
とき／10月４日(水)と５日(木)の２
日間、午前９時～　ところ／市立体

育館　参加料／１チーム4,000円
●申し込み ９月18日(月)から20
日(水)まで市８人制バレーボール連
盟の大城さん1(824)0656(市職員
会館内の市相互厚生)

秋大祭のフリーマーケット
秋田大学の大学祭でフリーマーケ

ットを行います。出店も募集中。
とき／10月14日(土)と15日(日)の２
日間、午前10時～午後３時　とこ
ろ／秋田大学の陸上競技場　出店料／
１店舗100円　出店募集数／90店舗
●出店申込 秋田大学学生課

1(889)2255

はり・きゅう・マッサージ無料奉仕
65歳以上のかたが対象。手ぬぐ

いを持って直接会場へどうぞ。
とき／９月17日(日)午前９時30分
～午後３時　ところ／土崎公民館　
●問い合わせ 土崎地区社会福祉協
議会1(845)2264

敬老の日治療奉仕
60歳以上のかたが対象。あん

摩・マッサージ・指圧、はり、きゅう
など。手ぬぐいを持って直接会場へ。
とき／９月18日(月)午後１時～３時
ところ／県立盲学校(中央高校となり)
●問い合わせ 県立盲学校

1(846)2540

案　内

県町村会の職員(上級)採用試験
上級一般事務職員を募集(１人)し

ます。受験申し込みは９月27日(水)
まで受け付け。試験は10月22日
(日)午前９時から県市町村会館で。
受験資格／昭和46年４月２日から昭
和54年４月１日までに生まれたかた
●問い合わせ 県町村会総務会計課

1(862)3851

●公証人・遺言

●税　　務

●交通事故

●法　　律　　　

●人権・困りごと

９月19日(火)午前９時～正午

９月19日(火)午後１時～４時

９月20日(水)午前９時～午後３時

９月21日(木)午前９時～正午

９月28日(木)午後１時～４時

市民相談室の無料相談
会場は市役所１階の市民相談室。

法律相談は９月12日(火)から受け付
けし、先着８人。その他は、当日受
け付けし、順番は抽選で決めます。
●問い合わせ 市民相談室

1(866)2039

ワールドゲームズ2001
秋田大会まで

342日
(9月８日現在)

あと

催し物

案内

在宅介護者のつどい

親子稲刈り体験

明徳館の映画鑑賞会

秋田市社会福祉大会

秋田バスまつり

中央通りふれあいまつり

秋大祭のフリーマーケット

はり・きゅう・マッサージ無料奉仕

敬老の日治療奉仕

県町村会の上級職員採用試験

秋田大学の市民講座

自衛隊フェア

空の日記念イベント

８人制バレーボール大会
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北部公民館パソコン教室
エクセル2000の基礎を学びま

す。昼食は持参してください。
とき／９月23日(土)と24日(日)の２
日間、午前９時～午後４時　とこ
ろ／天王町のポリテクセンター秋田
定員／先着20人　テキスト代／4,000円
●申し込み ９月12日(火)午前８時
30分から北部公民館1(873)4839

30歳以下でエクセルの基本的な
機能を理解しているかたが対象です。
とき／10月３日(火)から13日(金)まで
に８回、午後６時～８時30分　とこ
ろ／秋田駅前の雇用・能力開発機構
秋田センター　定員／先着15人
受講料／3,000円
●申し込み ９月13日(水)午前９時か
ら市勤労青少年ホーム1(824)5378

インターネット体験講習会
インターネットの基本的な操作を

学びます。受講無料。
とき／10月５日(木)午後１時30分
～３時30分　ところ／東通のＯＡス
テーション秋田校　定員／抽選20人
●申し込み 往復はがきに住所、氏
名、年齢、電話番号、返信のあて先
を書いて、９月20日(水)(必着)まで、
〒010-8560秋田市山王二丁目1-
53 山王21ビル内　生涯学習室

1(866)2245

市民文化講座　能ってなあに
「能ってなあに」と題して講座を開
きます。問い合わせ・申し込みは新
屋図書館へ1(828)4215
s大人編＝９月16日(土)午後２時～
３時30分、ももさだホールで開催。
直接会場へ　s子ども編＝小学４～

６年生が対象。９月17日(日)午前11
時～正午、新屋図書館で開催。定員
30人。申し込みは９月12日(火)から

美術工芸短大の公開講座
「工芸における造形表現の変遷」を
テーマに高橋孝壽助教授が講義をし
ます。定員100人。受講無料。
とき／９月30日(土)午後２時～３時
30分　ところ／美術工芸短大
●申し込み ９月29日(金)まで美術
工芸短大1(888)8100

女性のための食生活講座
40歳以上の女性が対象。食生活習
慣病予防の食事の作り方を学びます。
エプロン持参。先着30人。無料。
とき／９月26日(火)午前10時～午
後１時　ところ／市保健センター
●申し込み ９月13日(水)から保健
予防課1(883)1174

リフレッシュ講座
30～50歳代の女性が対象。医師、

栄養士の講話や調理実習、健康運動
指導士の実技指導など。受講無料。
とき／10月３日(火)は午前10時～
午後３時、10日(火)と16日(月)は午
後１時30分～３時　ところ／市保
健センター　定員／先着30人
●申し込み ９月11日(月)から保健
予防課1(883)1174

骨粗しょう症予防教室
20～69歳の女性が対象。医師に

よる講話、運動指導や骨密度測定
(1,000円)など。先着90人。
とき／10月４日(水)と25日(水)は午
前10時～正午、11日(水)は午前９
時～午後３時　ところ／市保健所
●申し込み ９月12日(火)から保健
予防課1(883)1174

生き生き健康スポーツ教室
30歳以上のかたを対象したミニ

テニスの教室です。いずれも午後７

時～８時30分。定員は各20人。保
険料150円。申し込みは各公民館へ。
s東部公民館1(834)2206＝９月
18日(月)、22日(金)、25日(月)の３回
s南部公民館1(832)2457＝９月
19日(火)、22日(金)、25日(月)の３回

テルサのＥｎｊｏｙスポーツ
受講料１回630円。申し込みは秋

田テルサ1(826)1800
sエアロビクス＝９月13日(水)、
20日(水)は午後１時30分～、13日
(水)、19日(火)、26日(火)は午後６時
15分～、30日(土)は午前10時30分
～　sビニールボールバレー＝９月
14日(木)、28日(木)午後１時30分～
sバドミントン＝９月14日(木)、
28日(木)は午後６時30分～、29日
(金)は午前10時～　sステップエク
ササイズ＝９月20日(水)は午後６時
15分～、26日(火)は午後１時30分
～　sダンベル＝９月29日(金)午前
10時15分～　s親子ビクス＝９月
30日(土)午後２時～

テルサの短期料理教室
９月27日(水)「シェフが作るギョ

ウザ＆チャーハン」、28日(木)「秋
の巻き寿司教室」。いずれも午前10
時～午後零時30分、秋田テルサで。
定員各24人。受講料は各1,600円。
●申し込み 秋田テルサ1(826)1800

南消防署の上級救命講習会
心肺蘇生法や止血法など。無料。

とき／９月24日(日)午前９時～午後
５時　ところ／秋田南消防署
●申し込み ９月21日(木)まで秋田
南消防署1(839)9551

語学能力研修
高校生以上が対象。秋田ワールド

ゲームズ2001に向けた語学ボラン
ティアの研修講座です。英語、ドイ
ツ語、フランス語、ロシア語、スペ
イン語、ポルトガル語、中国語、韓

講座
北部公民館パソコン教室

美術工芸短大の公開講座

市民文化講座

女性のための食生活講座

リフレッシュ講座

骨粗しょう症予防教室

インターネット体験講習会

生き生き健康スポーツ教室

テルサのＥｎｊｏｙスポーツ

テルサの料理教室

南消防署の上級救命講習会

語学ボランティア講座

エクセル応用教室
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現在も千秋矢留町に残る「鷹の松」。
写真の頃からもう100年近くもなるのに、その変わらない姿がうれしくなります。
かつてこの場所は鷹匠町と呼ばれ、佐竹氏のタカ飼いが住んでいた町でした。

たくさんのタカがこの大きな松の枝に止まっていたことから「鷹の松」と名付けられました。
曲がりくねった幹、唐傘を広げたような枝葉の黒松。

今は道の真ん中にありますが、もともとは旭川沿いにあった土手の名残です。
変わらない木の姿とは裏腹に、町並みの変化には驚かされるものがありますね。

９月９日(土)から赤れんが郷土館で開かれる「くらし発見！秋田のむかし」。
この企画展で昔懐かしい物、今では想像もつかない物、ぜひ、見て、触れてみてはいかがですか。

●｢広報あきた｣は再生紙を使用しています。

広報あきた 編集発行■秋田市役所広報課 〒010-8560 秋田市山王一丁目１ー１ q018(866)2034 秋田市ホームページ■ http://www.city.akita.akita.jp/

●秋田の昔を、写真で振り返ります。

大正の頃の「鷹の松」(現在の千秋矢留町) 赤れんが郷土館所蔵・写真絵葉書

●赤れんが郷土館企画展

問い合わせ

９月９日(土)s11月12日(日)
午前９時30分～午後４時30分(期間中は無休)

赤れんが郷土館(２階企画展示室)
赤れんが郷土館q(864)6851

くらし発見！秋田のむかし 昔の居間や台所にあったいろいろ
な道具、学校で使った道具などを展
示します。懐かしいなあ。昔を知っ
てる人も知らない人も、楽しい発見
がいっぱいです。ぜひ、親子でおい
でください。

観覧料：大人200円 中学生以下無料

あきたノスタルジー

現在の「鷹の松」

水切ざる めしびつ

わらじ ランプ 釜
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